
 

令和８年度 事業計画書 
（２０２６年４⽉１⽇〜２０２７年３⽉３１⽇まで） 

 
 
１．アーカイブ事業関連 
グラフィックデザイン、グラフィックアート等に関する作品や資料の収集、保存及び
その公開を⾏う。また、活動に関わる諸テーマについて、独⾃で調査、研究を実施す
ると共に、国内外機関・個⼈との共同研究等も⾏う。【定款 第４条（１）、（3）、（6）】 
 
・ ⽥中⼀光アーカイブの資料整理を進めるとともに、⻑期保存のため資料保管の

物理的状況を改善する。また、研究者等による利⽤促進を図る。 
・ ポスターアーカイブは、寄贈の希望があった場合、アーカイブとして受け⼊れが

妥当かを財団内で検討のうえ、寄贈を受け⼊れる。 
・ ポスター⾼精細デジタル画像化は、将来的にアーカイブ全作品のデータ化を⽬

標に継続的に進める。 
・ コレクション・データベースの精緻化と利⽤促進を図る。 

 
（１）⽥中⼀光アーカイブ 

⽥中⼀光アーカイブの資料整理を進めるともに、⻑期保存のため資料保管の物理的
状況を⾒直し、改善する。また、研究者等による利⽤促進に資する施策を検討・実
施する。 

 
（２）ポスターアーカイブ 

国内外の現代グラフィックデザインの秀作の収集活動を継続する。寄贈受け⼊れ予
定作家は、宇野亞喜良⽒、⽊下勝弘⽒等。 
現在、国内１２７作家、海外１２０作家、計２４７作家、２５,２９７作品を収蔵し
ている。 

 
（３）タイラーグラフィックス・アーカイブ 

他美術館等からの要請に応じて作品貸出を⾏う。 
 
（４）ポスター⾼精細デジタル画像化 

ポスター作品の⾼精細デジタル画像化を継続する。 
 
（５）作品データベースの活⽤ 

⽂化資源デジタルアーカイブ化の動向を踏まえ、ＤＮＰ⽂化振興財団コレクショ
ン・データベース https://collection.dnpfcp.jp/ の資料記述内容の精緻化と利⽤
促進をはかる。  
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２．展⽰事業関連 
グラフィックデザイン、グラフィックアート等を中⼼とする優れた作品等の展⽰活動
を⾏う。必要に応じて国内外機関、個⼈との共同企画を⾏い、また、展⽰施設の管理
運営を⾏う。【定款 第 4 条（2）、（6）】 
下表の通り、ギンザ・グラフィック・ギャラリーは計６回（うち 1 回は 2 期開催）、
京都ｄｄｄギャラリーは、計５回の展覧会を開催する。 
 
 
・ギンザ・グラフィック・ギャラリー展覧会事業 （予定） 

企画展 会期 
第 413 回 TDC 2026 4/3（⾦）〜 5/16（⼟） 

第 414 回 井⼝皓太モーショングラフィックス展 5/26（⽕）〜 7/4（⼟） 

第 415 回 ダフィ・クーネ展 7/14（⽕）〜 8/26（⽔） 

第 416 回 ⽥中義久展 9/4（⾦）〜 10/21（⽔） 

第 417 回 ⽇本のアートディレクション展2026 10/30（⾦）〜 11/30（⽉） 

第 418 回 トッカフォンド＆ 
ゲルマンディ展  

第１期 12/9（⽔）〜 2027/1/30（⼟） 

第２期 2/9（⽕）〜 3/25（⽊） 
 
・京都ｄｄｄギャラリー展覧会事業 （予定） 

企画展 会期 
第 251 回 原画展 DRAW―原研哉は描いている展 4/4（⼟）〜 6/3（⽔） 

第 252 回 GRAPHIC CUBE−DNP グラフィック
デザイン・アーカイブポスター展 6/12（⾦）〜 8/19（⽔） 

第 253 回 アラン・キッチング展 8/28（⾦）〜 10/21（⽔） 

第 254 回 Studio Spass & Team Thursday 展 11/4（⽔）〜 2027/1/13（⽔） 

第 255 回 intext 展 1/22（⾦）〜 3/22（⽉・祝） 
 
・インターネットでの情報発信の継続 

財団公式ウェブサイトでの展覧会情報掲載に加えて、プレスリリース配信サービス
や、ＳＮＳでの情報発信を継続し、展⽰事業の認知度向上、及び来場促進を図る。 
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３．教育・普及事業関連 
グラフィックデザイン、グラフィックアート等に関するセミナーの開催、刊⾏物発⾏
やインターネット等を通じた情報提供等の教育･普及活動の実施。【定款 第 4 条（4）】 
グラフィックに関する知識・関⼼を⼀般の⽅々に拡げることを⽬的に、講演会、対談、
ワークショップ、図書等の刊⾏、インターネットを通じた情報提供を⾏う。 
 
・ ｇｇｇＢｏｏｋｓ６点を発⾏予定。 

ｇｇｇＢｏｏｋｓは、電⼦書籍版の発⾏も継続する。 
・ アニュアルレポートは、８⽉に発⾏予定。 
・ オンラインを活⽤した情報発信を継続する。 
・ ギンザ・グラフィック・ギャラリー、京都ｄｄｄギャラリーにて、グラフィック

デザインに関する親⼦向けワークショップを開催する。 
 
・図書の刊⾏ 

展覧会と連動して、作品集『ｇｇｇＢｏｏｋｓ』６点（発⾏予定作家：井⼝皓太、
⽥中義久、ダフィ・クーネ、アラン・キッチング、ジャンルイジ・トッカフォンド、
フランチェスカ・ゲルマンディ）を発⾏する。 

 
・アニュアルレポート発⾏ 

『Graphic Art & Design Annual 2025』を８⽉に発⾏する。あわせて次年度刊⾏
予定の２０２６年版の企画・編集を開始する。 

 
・ギャラリートーク 

ギンザ・グラフィック・ギャラリー、京都ｄｄｄギャラリーにて、展覧会ごとに作
家によるトークイベント・講演会等を開催する。なお、トークイベントの模様は、
必要に応じて YouTube 財団公式チャンネルで動画配信する。 

 
・オンラインを活⽤した情報発信 

X（旧 Twitter）、Instagram のギャラリー公式アカウントを⽤い、展覧会やグラフ
ィック⽂化の魅⼒を伝える動画、画像、記事などのコンテンツを配信する。 
また、デザイナーにとどまらず、編集者や研究者等、グラフィック⽂化に係るさま
ざまなゲストを招いて話を聞くポッドキャスト⾳声番組の配信を継続する。 

 
・親⼦向けワークショップ 

ギンザ・グラフィック・ギャラリー、京都ｄｄｄギャラリーにて、グラフィックデ
ザインに関する親⼦向けワークショップを開催する。成果は財団ウェブサイト、Ｓ
ＮＳギャラリー公式アカウント等で必要に応じて公開する。 
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４．国際交流事業関連 
グラフィックデザイン、グラフィックアート等を中⼼とした国際交流を⾏う。【定款 
第 4 条（5）】 
 
・ 国際交流基⾦や海外の美術館等に協⼒し、⽇本のグラフィック⽂化を紹介する展

覧会開催を継続する。 
・ ポスターを収集している海外の美術館等に対し、ポスター寄贈を継続する。 

 
・「Japan Modern Poster（⽇本のモダンポスター）」展 

デンマーク・デザインミュージアム（コペンハーゲン）に協⼒して、現代⽇本のグ
ラフィックデザイン⽂化を紹介する展覧会を令和８年２⽉６⽇〜８⽉９⽇の会期
で開催中。財団所蔵のポスターコレクションの中から、戦後⽇本の広告界・グラフ
ィックデザイン界を牽引してきた 48 作家の作品 110 点を貸出。 

 
この他、世界各国作家との交流及びグラフィックデザイン界の情報収集を、引き続き
⾏う。 
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５．研究助成事業関連 
グラフィックデザイン、グラフィックアート等を中⼼とした芸術⽂化活動に対する顕
彰及び助成。【定款 第 4 条（7）】 
 
・ グラフィック⽂化に関する学術研究助成を⾏う。 
・ 福島県須賀川市で開催される⽥善顕彰版画展への協賛を継続する。 

 
・グラフィック⽂化に関する学術研究助成 

募集テーマ： 
Ａ部⾨ グラフィック⽂化全般をテーマとする学術研究 
Ｂ部⾨ グラフィック⽂化に関するアーカイブをテーマとする研究 

募集期間： 令和８年４⽉１⽇〜６⽉１５⽇まで 
助成対象： 研究機関に在籍する専任教員・研究員・学芸員等及びそれに準じる研究

能⼒のある者。 
選考： ⼀次審査（申請書類による書類審査）、⼆次審査（９⽉開催予定の審査

委員会）により、令和８年度採択研究を１０件程度選考する。また、令
和７年度採択研究のうち継続助成予定の研究について、継続助成の可否
を審査（書類審査）する。 

スケジュール： 
４⽉ 募集開始 
６⽉ 応募締め切り 
７〜８⽉ ⼀次審査 
９⽉ ⼆次審査 
１０⽉ 令和８年度審査結果の発表 
１２⽉ 継続助成の審査、助成⾦の交付 

 
・福島県須賀川市で開催される⽂化事業への協賛（予定） 
 

対象 主催 年⽉ ⾦額 備考 

第 37 回⽥善顕彰
版画展へ協賛 

須賀川商⼯会
議所⻘年部 2027/2 50,000 円 

須賀川出⾝の江⼾期の
銅版画家、亜欧堂⽥善
顕彰を⽬的とする、須
賀川市内⼩中学⽣対象
の版画コンクール。例
年継続。 

 
以上 
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